

























































へ身を投じ、全身の感覚官能 振るわせながら、その上 感受性に溢れる幻想的世界を構築してきた詩人 精神 破滅を伝えるこの作品は、白秋の当時の生活模様を行間から読み解く資料としてしばしば言及されてきたが、文学作品として検討 ることは従来一度もなかっ
た５
。本稿ではそれゆえに、 「ふさぎの虫」の伝記
的次元を問わず、投獄事件 影響下で白秋の散文の文体が遂げ変容の問題 中心に据えながら、作品 考察を試みる。
二、作品の成立、雑誌発表の背景
　「ふさぎの虫」の冒頭の一文は、 「大正元年八月二十六日午後四
時過ぎ」と、日付の詳しい記述から始まる。この日付は正確でないとしても、 「私の「ふさぎの虫」といふ出監後の感想を書いた散文は長くなつたので次号へ譲る事にした」という、白秋の編輯した雑誌『朱欒』の九月号 余録」 記述から、 「ふさぎ 虫」は八月下旬に書かれた 若しくは、この時期に書き出された とが推定できる。
　ところが、この「余録」の内容に反して、 「ふさぎの虫」は次













とは、とても性格の相容れないものと思われる。白秋は、おそらくこの健全な自己像を破壊したくなかった。そ が「ふさぎの虫」の雑誌発表を思いとどまった所以の一つだ のでは いだろうか７
。
　しかし、この文章から窺える冷静な心構えを、白秋は長く維持
し得なかった。出獄後の白秋 未だに人妻であった俊子と 面会は当然ながら許されなかったし、二人の連絡は ばらく絶たれていたと思われる。或は、監獄から出た白秋は、二人の恋愛に既に終止符が打たれたとでも考えていたのかもしれない。だが、年の暮れに俊子との文通 再び始まっ 、白秋は 関係の決着を強いら
た８
。容易ならぬ苦悶を余儀なくされた白秋は、相手に対















最後の一行は難解で、読者は戸惑わされるに違いない。この「とんぼがへりに、あまちやでかつぽれ」という表現は、陽吉が「活惚、活惚、甘茶で活惚、塩茶 活惚、ヨイトナ、ヨイ、ヨイ、………くるくると二つばかりとんぼがへりをする」と書かれる白秋の「ふさぎの虫」から借りたもの ある。白秋の「ふさぎの虫」で、 「狂気」に襲われている詩人の内面を剥き出しにするこの描写は、陽吉の簡素な作品の中で、些 調子 はずれたものと思われる。だが、陽吉はこの引用を通じて、自らの作品と白秋の「ふさぎの虫」との関連性を強調し 更に言えば こ 文学的書簡とも言える作品に現れる「あなた」が 白秋であるこ を明らかにしたのではないか。
　陽吉と白秋は『朱欒』の編輯のことでしばしば顔を向き合わせ
ていたに違いないが、ある日に と錯乱」でくずおれ 詩人の姿が露骨 描き出さ 「ふさぎ 虫」の原稿を渡された陽吉は、深く敬愛していた白秋 ことを心配し、白秋に厚い共感を伝えるために筆を執ったのではないだろうか。こうし 意味を潜ませて書かれたと考えられる陽吉の「ふさぎの虫」は、白秋のこ時期の状況、ま 陽吉と白秋の人間関係を独自な形で物語る、注目に値する作品である。
三、詩人の「幻滅」とその構成
　「ふさぎの虫」は、描かれる内容から言えば、さほど複雑な作
品ではない。眩しい真夏のあ 日 午後、家 唯一人残された詩人が縁側に坐っている。目 前で「鶏頭」の花が突然に浮かび上



























自由自在の連想の流れを巧みに進めるこれらの抒情的散文の中で、こうした時間設定は──「時季」 「時節」或は「季節」と表記され 漠然としか規定さ ないところが特徴であるが──、一定の季節の雰囲気を作品に漲らせる枠組みを設置する 同時に、そこから詩人に「冷たい吹笛の哀音」が思い出され、 「カステラが粉つぽく」浮かび上がる等、言わば、次々 喚起される幻想源泉でもある。一方、日付 正確に記される「ふさぎの虫」の冒頭で、季節の空気から幻想を嗅ぎつけて言葉に転換させる詩人の遊戯的精神の破滅が、端的にほのめかされ いるのではないか
　続く描写で、詩人のこうした内面的異変が更に明確に写し出さ














品の主軸となっている 視 と聴覚が、こうして身辺の現実世界から猛撃されるが、そ だけではない。 「日が光る、くわつと暑い空気が淀む、鶏頭が笑ふ……」 、 「にとにと 石鹸が指さきに流れる、気味の悪るい、冷たい、かと思ふ 何処かで忍び笑ひの声さへ聴へる」 、 「ハツとして眼を開 た 嘲笑ふやうに鶏頭が光る」と、その現実世界が四方八方から詩人に無遠慮な 笑」を浴びせかける。世間から身を隠して家に引き籠もったとしても、詩人は、追い払うことの出来ない幻覚と幻聴に追われる、自らの感覚によって設けられた地獄 逃れることが決して許されない。
　こうした中で、詩人の内的昂揚が段々と耐えられなくなって、










注目すべきである。 「ふさぎの虫」は、詩人が縁側に坐って、鏡に向いながら髭を剃る場面から始まる。そのとき詩人に「女」の思い出が次から次へと想起され、暴かれ が、顔につけた石鹸を剃り落として、自 の素顔を見せることは、詩人のこうした告白の象徴としての役割を果してい 。
　しかし、内的圧迫感が高まるにつれて、詩人は、居ても立って

































詩人の目の前には「恐ろしきほど真白く白粉つけた呆けがほ」が浮かび上がる。また 白秋の『思ひ出』の序文「わが生ひたち」の中でも、町中で若い女性が「淫らな活惚」を踊るのを家の化粧部屋で聞き入る幼時 詩人が ふと「薄暗い鏡 で映った「凄いほど真白に白粉を塗つてあつ 」自ら 顔に驚かさ る、と幼年時代の思い出が語られ
るＥ
。祝祭の活気に溢れる陽気な歌謡曲を背
景に、白粉をつけた恐ろしい顔面が現れる描写は、二つの作品の中で、不気味で陰鬱な空気 醸しながら 詩人の塞ぎ込んだ意識に、突然に吹きつけられる激しい恐怖感を暗示している。 「ふさぎの虫」の中で こ 描写 意味合いは異なるが 描写の類似は目立っている。
　この二つの表象が、白秋の幼年時代の記憶を投影させて作られ





在しないと言える。詩人を囲む世界、そこで見られるもの、聞こえるもの、更に、詩人自身の行動、そ すべ は、詩人の心象風景の反射として、詩人の内面を暗示させるものとして構成されたのである。言い換えれば、 「ふさぎの虫」は、白秋がこれまでの数多くの作品で極めてき 印象派的技法 採用した散文作品 あると言える だ
　或は、 「ふさぎの虫」を通じて自らの心境を読者に吐露する意

























の原作名から採ったものなのである。白秋がこの作品を読んで強い印象を持ったことは そ 訳名を自ら 作品 題名にしたことからも窺がえるが、二つの作品 間に、その他にも何らか 類似が認め れるのだろうか。
　四迷の「ふさぎの虫」の概要を簡単にまとめることから始めよ














































































ぎの虫」の中で認められ のかと言えば、そうではない。白秋追い詰められた詩人の脳裡を自殺の思いが瞬間的に横切るが「死」の恐ろしさの自覚を、彼は決して持っていない。その点で、白秋の詩人と四迷の「ふさぎの虫」の主人公の精神状況が 大いに相違している 言わなければならない。ところが、それぞれの「ふさぎの虫」の中で、類似点も認められる。
　四迷の「ふさぎの虫」の冒頭場面。一度寝床に入った主人公は、
苛々してなかなか寝入るこ ができない。 「水車を水 滴る音は










に設定されている。 「ふさぎの虫」で詩人を「狂気」 間際まで追い詰めた日盛りの強烈な色彩と音響は、ここで夜中の暗闇と静寂の中で解消 、詩人はそのためいくらか落ち着いて、ものごとを冷静に考える、また自己を内省する力を取り戻して ると言える。しかし、夜中の静けさに囲まれる部屋に居座る詩人は、 「や
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つと夜ふけに静観の境地を得た」と思われたが、突如に猫がたてる「音」で尖った感覚をくすぐられ、 「畜生奴！」とその無遠慮な振舞いを心の中で怒鳴ってののしる。自らの苦悶を一向に頓着しない野良猫のため腹を立てるそ 姿は、四迷の「ふさぎの虫」の冒頭場面の主人公を強く思わせ のではないか。
　白秋の文学の中では、思想がないとまでは言えないが、思想問





実に読み取れる。その中で、貧困と苦労で疲れ果てた、自らの老いたる両親の哀 な姿を目の前にして、 「老 になつ 日一日と霊肉ともに我と我が生命の蠧ばん ゆく、その淋しさを感じないではゐられぬ人達は、どんなに心細いか」 「歩一歩と「死」に近づいて る」人間の辛苦を思い合 せて詩人は悲嘆している。ここでは、 「狂気」まで追い詰められる人間の姿は写 出されないが、 しかし、 白秋がここで注目する精神的苦悩 トスカ」の思想と極めて近 ものであると言える。そして、ここで「何と










たため、 『桐の花』の執筆時 と二人 関係はだいた 重なることになる。ある意味で白秋 『桐の花』は、この恋愛関係の顚末を物語る一種の文学的記録であると言える。白秋 俊子との関係が時間の経過とともに急激に展開す につれて、 『桐 花』 詠われる世界もま それにともなって著しく変貌していった である。歌集の巻末に収めら た「ふさぎの虫」 『桐の花』 こうした物語の最終幕にあ ると言える。
　ところで、こうした役割を託された「ふさぎの虫」は、白秋と






品であると言わなければならない。描かれる詩人 姿 または作品の文体は、一見すると 白秋 従来の作品とは、全く関連のいものに思えるが、決してそうではな 。 「感覚の小函」の設定を下敷きにして、以前の作品で駆使した技法を用い 、また以前の作品の中で既に何度も使用 た表象 礎石 しながら、白秋は「ふさぎの虫」を構想したのである。換言すれば、白秋は、作品の詩情が変化して 、自らの創作方法を徹底して、根底から改めることが出来なかったのだ。 こうした「ふさぎの虫」は 『桐 花』に最大なる変化をもたらしながらも、白秋のこれまでの文学の傾向を継承していると認めなければな ない。
　更に、 「ふさぎの虫」は、初期の白秋の文学的教養、彼の西洋
文学との接触とそれの影響 考える上 新しい問題点を提供している作品である。白秋 ロシア文学の作品 読書体験 それによる感化については、今後の白秋研究におい 更 詳細に検討さ
る必要がある。但し、ロシア文学の中で、作品の表現と表象の段階で白秋の「ふさぎの虫」に影響を与える一方、数年後の『雀の生活』の中で、今度は作品の思想問題を取り上げられ、浮上した、人間の「死」の自覚による恐怖 不安と懐疑を描いたゴーリキーの「ふさぎの虫 は、白秋にとってことに重大な意味を持った作品であったことは、本稿で明らかになった。
　白秋の一生涯の文学営為の中で、 「ふさぎの虫」は、それまで
の白秋の文学の趣向を破壊した 一つの過渡期の作品である。 『桐の花』を上梓して間もなく白秋は、東京を去って、三崎で新生を迎えたが、白秋の文学もそ で「新生」を迎えた 言える 「ふさぎの虫」は、白秋のこ 新しい道程と 相容れないものであったゆえに、第四版以降『桐 花』から削除され 読者 目 前から引き下ろされ 。しかし、人生危機に見舞われた白秋の文学的変貌が写し出されるも として 更に、初期 白秋 創作方法の幾つかの特徴が表明されるものと て、 」 注目される価値のある作品なのである。注（１） 　白秋自身は、 『桐の花』に収められた散文作品を「小品」と呼び、
『桐の花』の目次でもこれらの作品は「小品」との副題の下で並べられている。本稿では、それにしたがってこれらの作品を「小品」として取り扱うことにした。なお、ここで詳しく論ずることができないが、本稿で主に注目する「ふさぎの虫」をはじめ、これらの一連の作品群は、描かれる内容と作品の規模から言えば、この時期に日本文壇にわたっ 流行した散文の一形式「小品 と 、明 かに相違することを強調し おきたい。
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（２） 　河野裕子「 『桐の花』の構成と用語」 （ 『短歌現代』二〇〇五・五）
等。
（３） 　芥川龍之介「文芸的な、余りに文芸的な」 （ 『改造』一九二七・四） 。（４） 　白秋と松下俊子との関係については、薮田義雄『評伝北原白秋』
（玉川大学出版部、一九七三・六） 、鈴木一郎「北原白秋と松下俊子──その投獄事件をめぐって」 （ 『文学』一九六一・二）等で論及がなされてきたゆえ、本稿では詳述しない。
（５） 　白秋の伝記的な研究の中で、西本秋夫『北原白秋の研究』 （新生
社、一九六五・一二） 、三木卓『北原白秋』 （筑摩書房、二〇〇五・三）等が「ふさぎの虫」に触れている。
（６） 　紅野敏郎「後記」 （ 『白秋全集』第六巻、岩波書店、一九八五・一） 。（７） 　こうした白秋の姿勢にワイルドの『獄中記』が影響を及ぼした可






10） 　この冒頭場面について、既に薮田義雄が「この後になにを物語ろうとするのか、すでに屈折した異常な神経 錯乱状態とが暗示さて不気味である」 （ 『評伝北原白秋』玉川大学出版部、一九七三・六）と指摘してい 。
（
11） 　例えば、 「昼の思」 （ 『朱欒』一九一二・一二、 『桐 花』に収録）




13） 　天保時代に作曲された歌謡、明治期に至っても人気が高かった（時雨音羽『日本歌謡集──明治・大正・昭和の流行歌』 、社会思想社、一九六三・一一） 。
（
14） 　「Ｓ組合の白痴」 （ 『スバル』一九一〇・三、 『東京景物詩及其他』収録）の中でも同じ表象がみられる。
（















17） 　「トスカ」の考察は、機会を得て今後別稿で試みたいが ここで同じ系列の作品としてチェーホフの短編「ふさぎの虫」 、森鷗外によって訳された、アルツィバ シェフの短編「死」 （ 『学生文芸』一九一〇・九）と「笑」 （ 『東亜之光』一九一〇・九 等を揚げられる。また、トルストイの『アンナ・カレニナ』 後半で描かれる主人公レービンの精神的苦悩もこれに当 はまると言える
（
18） 　「トスカ」の思想が明治末期から日本文壇で注目されたことは、落合直文『改修言泉』 （大倉書店、一九二七・一二）をはじめ、後年に様々な辞典に項目として収められたことからも窺がえる。
